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迎
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仏
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介
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叩
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司
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古
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取
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叫
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摂
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－
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迎
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古
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ず
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司
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］
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ι菜
、
A
v
半
山
引
を

心
的
令
」
一
市
l
成
↓
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叫
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A
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［
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烈
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検
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し
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司
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ら
れ
一
勺
も
の
で
L

め
る
〈
条
例

Hm定
住
心
持
同
に
へ
レ
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仏
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司
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司
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司
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什
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仏
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司
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仇
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と
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＼
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／
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仁
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仁
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什
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告
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台
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什
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仲
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司
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、
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司
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＼
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摂
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反
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叫
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叫
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＋
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什
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「
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環
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仰
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仁
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叶
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什
叫
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れ
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。
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迎
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岡
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叶
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判
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什
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♂
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独
ハ
一
に
吋
休
業
察
長
物
問
浬
詰
設
の
同
制

んd
日J
つJ
いU（
υ
ャ、あ一り、
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仏
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じ
り
～
よ
言
の
み
に
L
V
J
ず
に
、

J
Z
て
、
礎
知
法
し
｝
内
決
別
心
判
的
ペ
J

千八一円片九土川

f
？β
十
円
か
の
み
に
ょ
う
ず
ド
、
い
附
の
ωド
八
円
り
判
断
が
弘
さ
れ

ァ
、
を
た
1

｝い
r
A
U

こ
れ
ら
の
及
t
ち
～
お
け
る
引
出
方
法
江
川
貫
性
は
み
ら
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古
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E
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ど
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あ
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よ
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催
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古
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瓦
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＋
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叫
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さ
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収
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環
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仏
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れ
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叫
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ノ
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に
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、
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司
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。
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あ
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仇
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よ
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古
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叫
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仏
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治
軍
ゃ
区
γ

円叩け
U
M

～T
N
H
G

不

γ戸
川

H
K住
民
奪
回
手
続
に
慌
み
る
」
、
十
丁
＋
一
一
合
目
的
C
あ
る
こ
は
炉
L
1
Jた
い
じ
亡
の
と
め
、
前
川
口
叩
法
〆
〕
U

咋
尻
町
昂
主
仏
外
例
は
別
じ
口
的
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て
あ
る
と
も
期
し
ろ
る
υ

ニJ

ム
究
開
川
山
川
辺
旨

不
刊
は
は
准
〔
岡
山
ム
K
O
H
I
U一ー
と
院
長
保
全
長
院
の
汁
的
苦

4

と
判
断

γ
～
と
堺
J

け
れ
る

ιυ
、
ノ
〆
勾
川
崎
J

古
に
2
3

どム
k

、
N
Mば
い
江
川
が
来
日
引
に
よ
る

不
判
長
山
川
、
高
招
バ
ハ

立
h
木
下
れ
の

μ

市

川
J41

却
y
一山山川［ペ
f

主
主
川
、
前
条
山
中

円
ロ
一
停
詰
戸
市
ヘ
心
一
一
ケ
刀
い

7
れ
に
主
治
ハ
口
J

て
い
る
と
り
山
め
る
Lf

主
む
な
け
れ
ば
、
司
リ
頃
刀
斤
目
、
を
あ
た
え
て
は
L

ら
は
い
と
一
一
定
J

て
い
る

に
リ
ま
る
」
こ
と
を
も
っ
て
、
院
は
河
出
は
ム
将
司
等
に
J
る
栄
一
別
勾
規
制
方
、
介
ぷ
さ
れ
A
r
h
V
｝
己
コ
し
め
る
〉
三
一
）
、
一
れ
は
、
許
日
中
ナ
J

る
か
内
か
の

政
ι
一J
勺
院
明
叩
川
川
山
β
知
事
二
与
え
一
、
い
る
と
停
釈
し
、
ぞ
れ
放
に
廃
4
3
1い
ば
人
丁
回
一
泣
心
規
制
言
論
寸
も
の
で
は
な
い
1

〕
判
附
し
、
告
別
F

十
三
一
d
る

件
引
の
規
制
日
苔
ぷ
さ
い
れ
て
h

る
結
論
つ
け
行
、
む
の
亡
あ
る
／
僻
さ
れ
る
（

か
か
る
裁
量
を
も
っ
一

た
の
は
、
型
心
布
八
討
対
条
河
車
内
最
品
号
、
円
以

一
し
む
わ
ら
、
法
主
に
町
市
寸
く
許
可

し
か
［
、
て
の
よ
う
な
杷
戸
の
引
針
こ
っ
ハ
亡
は
異
説
E
h
U
7
Q

吋

て
i
斗
夫
九
げ
よ
肉
付
与
の
こ
と

V
2
し
え
る
た
め
、
か
か
る

U
泊
は
条
例
一
主
主
ω

上
乗
小
規
制
士
汗
d
し
な
v
払
ァ
げ
て
あ
る
ζ

J
、
fJえ
ら

重県産庵処坦施ニ：一件l心＂I邑l行：：条何事件

さ
ら
に
は
、
シ

J
h
z
J斗写一電車

y
h日
で
の
よ
ろ
は
や
此
門
↓
子
／
一

mhfに
与
え
ム
f

ご
心
で
あ
る
一
し

川町
μ哲
一
の
一
見
川
町
は
、

し

が一川吋
J

に
す
る
か
合
b
に
一
ノ
と
に
の
放
出
濯
を
都
宝
x
川
戸
川
ぃ
苅
宅
に
一
必
め
か
勺
い
一
－
す
る
も
の
と
あ
る
c

℃
の
場
合
に
い
ω
い一
L

は
、
存
可
r
L
件
に
は

バ活問同ベー
υん
の
保
へ
吉
川
A

U

m
川
辺
の
施
設
に
J

い
て
適

ιな
紀
以
が
ム
円
泊
さ
れ
た
よ
」
ハ
u
で
あ
る
こ
J

v

い
う
小
川
依
ー
な
柴
什
心
人
川
一
戸
、
。

す
吟
、
郡
三
府
【
川
市
却
ム
了
ば
？
て
の
要
件
必
定
に
お
け
る
判
γ日ゴ
d

余
地
全
有

r
o二
｝
に
な
る
J
V
I
P
－
、
そ
行
一
払
う
な
判

frの
余
地
会
？
っ
っ
て
、
条

と
ま
L

あ
い

。寸よ円ノ同九、

条
例
ヱ
セ
Q

る
特
別
な
三
九
や
効
主
、
及
び

U
A
h

削
川
内
一
介
む
ム
い
型
性
に
J
J
ご
判
断
さ
れ
る
べ

川
均
一
三
百
に
と

ηhA？
と
戸
正
主

U
、
c
l
t
J
b
j
ノ人
l
l
j
H

本
川
川
次
ば
、
条
例
に
J
る
日

iwの
汲
制
日
、
合
認
さ
れ
る
l
y

二
ニ
で
、
環
境
配
八
九
L

来
何
予
庵
拐
法
に
J
居

択

嗣
m
f
令

F
T小
川
か
り
判
断
、
十
」
不
ム
パ

ご
と
は
，
、
λ

厄
什
止
し
み
吊
る
／
し
ょ
ψ

一刊品川引か去し
h

ヘ
ー
か
し
、
廃
掃
法
九
九
条
例
に
よ
φ
持
別
の
友
削
を
行
部
す

FYμ
つ／〕い
J

て
い
か
な
る
組
制 Jj¥ 
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主；叫｛リI究

守
口
布
市
け
か
り
己
る
こ
は
む
ー
ら
い
い
こ
f

は
、
一
子
つ
で
も
な
い
υ

な
お
、
市
保
止
と
山
山
門
」
保
全
条
例
が
別
叶
ロ
ド
ベ
と
ゆ
め
る
μ

｝
解
す
る
日
叫
ん
門
に
は
、
役
苦

け印刷
ω
一
台
刀
甘
巧
b

一
%
県
立
川
〕
T

門
ず
る
刀
合
か
の
判
釘
カ
な
さ
れ
る
こ
f
p
h

！な
h

司

円
止
の
坊
へ
口
R

F

J

も
矢
例
の
泊
バ
、
昨
日
J

ガ
ル
心
ら
れ
h

」：、

な
る
し
か
ず
の
行
め
、
時
泣
似
ヘ
セ
々
F
k
r
山
口
混
同
忙
な
字
社
害
す
る
と
解
さ
れ
る
な
っ
ば
汀
的
口
日
字
、
4
い
子
し
に
か
か
わ
ら
ず
条
例
日
適
主
性
は
再
定

さ
れ
つ
る
と
山
川
町
ム
州
っ
け
コ
れ
る
ん

木
川
氏
は
、
「
罵
九
九
保
全
条
刻
ば
、
刊
日
件
民
の
不
安
詮
J
士
山
山
兆
円
、
－
、
一
wh子
の
r
J
防
か
凶
ブ
で
と
も
に
、

担
域
の
主
情
に
日
マ
〕
ム
一
J
り
ハ
ム

い
抱
一
誌
と

rJる
た
め
」
刀
も
の
で
あ
る
と

F
A旬
、
」
た
〕
♂
に
、

t
f
雫
出
j

丸山川段、、
iiuhu一
理
施
試
を
め
ぐ
る
引
会
開
却
や
公
害
山
姐
日
後
会
」
給
戸

ヶ
、
川

km抱
一
日
心
一
雨
量
ば
川
辺
日
茂
山
小
岩
石
）
た
ら
し
う
る
そ
の
点
、
ヰ
午
同
よ
J

制
ば
件
付
！
日
（
り
か
、
、
ど
と
唯
υ壬
吋
る

T
応
で
あ
る
三
L
hえ
る

し

νし
、
廃
掃
I
h
円
十
下
た
る
い
的
ば
、
ヘ
二
一
に
述
、
三
ザ
り
、
廃
JI物
心
忽
山
一
、
一
位
び
そ
れ
に
伴
A

公
告
の
防
止
〆
〕
い
う
存
間
的
な
安
企
性

muhμ
時
代
で
あ
る
－

M
さ
わ
る

間
的
な
が
官
害
心
↑
山
同
時
悼
の
が
消
む
沿
点
f
フ

7YL
乙
は
、
必
ソ
的
存
制
的
日
安
〈
ア
（
件
に
必
J
3
1
J
E
1コ
ヲ
ブ
幻
一
去
の

で
は
な
い
ι
恒
一
心
注
え
の
γ
ハ
安
－
い
、
パ
ム
r

宇
治
ハ
生
miJ

ふ
パ
判
九
日
的
な
与
で
「
H
V

九
な
b
ず
、
ふ
る
怪
心
嫌
日
出
品
川
い
と
よ
ぺ
て
も
引
き
れ
一
戸
午
、
れ
る
三
J
J
L
え
ら

れ
る
ハ
r
ら
て
丸
る

こ
の
よ
ょ
に
1
H
的
岩
出
中
山
さ
は
い
ん
片
山
’
十
！
山
の
小
官
民
1
D
L
つ
ベ
侶
討
に
？
っ
亡
、
…
ι日
施
設

ω
d
d
E作
h
M

＇＇＂く〉と

こ
の
こ
と
は
、
混
一
そ
一
山
h

A

A

む
日
尚
南
苅
地
土
問
中
甘
ピ
「
る
し
刊
し
す
乱
人
Jvμ

王↓一位
L
P
」ょう
h
v
L

、
百
禄
「
に
は
、
ゴ
ム
山

同
侶
心
解
決
こ
例
府
川
見
栄
λ

？
？
ぷ
v
詞
h
Lイ
一
求
め
て
L

Q
つ
で
あ
り
も
生
三
幻
不
自
に
亡
J
M
川
～
叩
川
正
山
花
建
設
古
木
可
伝
乙
な
る
い
】
宗
一
子
定
1

J

C

ト
る
の

ァ
、
は
な
い
、
一
－
u
pわ
れ
る
υ

ま
た
、
向
同
一
市
l
l
d
u
併
誌
は
山
出
品
位

r
t
h
Q｝
炉
、

校
的
に
す
民
去
に
m
J
M
本
物
の
叫
叩
ぺ
〕
冊
子
ー
は
リ
エ
ス
的
に
行
？
わ

こ
の
山
か
ら
も
、
都
篭
十
一
早
条
例
に
町

7
v
m
J
一
円
削
制
が
一
汀
き
p
b
T
三
句
、
、
！
い
ノ
？
わ

？
7
ー、一
η

ペノ、

オ

！

？
i

部
記
有
川
口
刈
て
完
結
す
る
も
の
で
は
な
し

日
行
場
反
以
令
条
例

u
k

に
ほ
倍
以
内
主
凶
作
Y
4
光
山
な
占
目
的
影
特
乞
及
ぼ
ム
Q

法
体
施
九
条
例
リ
助
ヘ
ロ
は
、
円
の
法
体
で
あ
る
堅
持
一
午
、
の
込
町
や

効
来
h

m

J

f

一一J
る
叫
詑
仕
が
？
一
戸
い
？
し
は
言
い
切
れ
な
い
一
〔
一
あ
ろ
っ
仁

へ
ハ
＼
士
｝
め

似
の
検
討
J
Iり
、
喧
日
巾
ー
出
L

の
間
同
開
ト
J
J
、
尽
山
保
主
条
例
の
凶
i
山
性
は
必
ず

7
L主
持
さ
れ
ト
J
o
h
n
u
で
は
山
い
と
考
士
る

本
件
間
意
制
の
合
意
性

ヰ
ル
行
十
一
た
い
て
は
G

J

1

／
は
な
フ
な
か
っ
た
が
、
住
川
一
川
主
一
ι
ど
求
め
る
と
い
一
規
制
手
段
の
合
憲
什
も
問
わ
れ
る
デ
き
イ
九
〉
二
円
木
仲
間
J
h

｛｜疋ん店、子l 尽8¥1 204J 2iJ4 [2iJCS.弓、



ち
は
、
議
出
こ
ん
な
に
工
り
保
η

門戸
4
1令
市
町
山
川
市
な
坑
汀
d

す
こ
へ
J

刊
で
あ
る
け
た
二
υ
に
、
産
尖
ナ
乏
で
物
処
珪
施
設
に
対
す
る
田
辺
住
民
の
不
r久

か
堺
市
六
泊
り
汁
4

を
子
灼
」
4
4
Q
h
k
v

の
必
Fvh
九
は
T

川
ハ
に
さ
れ
U
A

い
’
d

か
1
C
D
ι
u
r
J
l
財
布
Mrzf日
比
円
（
川
円
、
さ
れ
令
の
で
丸
る
か
、
コ
、
毛
）
抗
日
戸

手
芯
心
人
口
川
性
か
問
週
し
し
さ
れ
e
Q

火
当
さ
あ
る
；
人
千
円
ィ
叶
己
創
刊
に
よ
り
、
何
ら
の
令
市
川
的
迎
市
川
v
む
を
必
支
し
：

γ
な
J

川
川
山
口
氏
生
J
U
v
小
川
去
、
、
三

1

1
一
日
山
口
詐
〆
中
品
手
記
川
が
沼
約
さ
れ
な

γ
と
と
な
る

z
っ
こ
し
f

川
口
体
？
？
河
村
d
L
h
F
A
y
－
ャ
し
い
込
の

ざ
い
J

H

山片山、
j
J

〆
り
つ
l

川市川叫

沼什
IRU寺
の
汗
ユ
ネ
一
寸
か
の
阿
げ
い
川
よ
停
い
る
と
と
戸
ト
レ
ハ
め
つ
れ
る
一

こ
の
よ
ろ
な
店
制
ば
、
ぽ
守
口
一
権
心
制
限
手
2
1
J
t
心
合
理
性
i
v
f

欠
く
も
の
で

あ
る
と
嗣
さ
h
う
る
れ

之
が

3
1
場
岐
川
人
よ
ぷ
刻
は
注
意
勾
廷
し
バ
J

M

叫
L
と
い
、
え
令
じ

な
念
、
主
主
陀
預
仙
刊
以
J

収
入
け
制
口
か
円
は
、
山
町
東
初
の
い
IU
川
午
、
丸
山
任
柿
一
日
勺
一
三
民
主
の
防
止
、
住
］
手
、
の
ぷ
ハ
叫
の
吋
況
v

ー
で
の
紛
争
予
防
u

、
連
パ
一
止
し
う
る
よ
岳
町
手
J

制
山
一
昨
副
心
望
ま
れ
る
ー
こ
の
hv

二
〉
き
、
注
「
人
間
」
九
州
ば
、
－
V
以
作
導
に

石
川
町
に
他
の
多
く
の
出
力
公
宍
四
件
は
、

法
制
に
立
づ
く
行
政
指
導
こ
；
U
J
d品川川住！八、り

出
4
2乞心一
viLり
ザ

ー

に

ザ

G

／

〆

、

l
f
l
 

方
、
、
行
政
、
川
和
川
？
に
つ
屯
て
は
、
手
絞
り
統
一
川
や
直
山
吐
心
碓
弘
之
問
γ

る
山
川
町
帆
円
、
が
指
摘
さ
れ
に
い

v
C
ょ
う
ご
、
司
パ
同
意
制
じ
、
主
切
と
定

ι、
し
れ
る
境
合
で
も
、
こ
？
ど
マ
一
法
仇
日
干
し
｛
一
～
ぬ
ら
れ
て
み
ベ
ロ
て
あ
ぺ
亡
乙
し
と
も
、

t
、
訂
以
内
町
山
い
1
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に
「
す
G

初
八
口
で
も
、
う

c
む
ら
か
の
町
民
点
、
ヤ
有
す
る
一
考
え
ら
れ
／
ゐ

お
わ
り
に

木
判
決
は
、
偲
［
M
A
担
λ
の
S
Uれ
が
？
ふ
律
リ
叫
什
宋
例
に
も
及
ぶ
こ
J

を

三
、
京
判
決
の
だ
，
λ
lバ
に
従
つ
な
っ
ば
会
例
制
定
ワ
紡

出
は
r
h
f＼
併
が
れ
る
こ
！
〕
え
な
り
、
条
例
の
高
枕
審
査
刀
工
h

k

ん
ど
J

な
さ
れ
な
、
立
三
三

f

一
一
－
な
る
り
こ
の
地
方

八
ん
守
昨
%
に
お
い
て
、
尋
問
引
%
判
山
山
の
北
大
一
｝
い
う
仕
川
県
r
一
牝
は
旬
J

子
〕
い
μ

？
川
？
づ
川
リ
M
l
に
検
討
し
f

～
に
、
ム
ー

判
決
一
り
刊
附
は

L
例
と
7

て
依
拠
4
1

匂
に

l
分
な
一
川
辺
性
を
ぬ

J

f

h

Q

ー
と
は
堺

ν
P
た
い

と
れ
に
も
か
か
わ
っ
ず
一
心
判
決
を
時
ま
ヒ
て
、

7
J叫お凶

Ldw附
ぞ
芹
J

べ

抱
カ
ノ
ム
肉
体
は
、
条
例
制
心
に
mu
工、、

z
u沼
）
甲
山
性
に
つ
一
い

に
み
こ
ト
訟
に
対
7υ

一
、
技
汀
口

な
お
、
内
体
一
紛

H
Y防
心
毘
ど
か
ら
は
、
芹
荒
廃
案
物
処
四
泊
設
を
め
く
る
吋
引
、
札
民
心
不
災
J
U
、
少
尽
く
1
y

も
牛
括
原
喧
り

t
化
に
問
ご

ゐ
一
心
方
市
LY
ア
J

て
ば
げ
附
々
な
も
の
ぶ
与
え
つ
れ
る
予
、

〈
わ
わ
け
、

P

引
の
段
階
日
お
｝
て
紅
民
参
出
子
制
収
の
允
た
か
阿
る
こ
〉
が
岬
一
ぷ
1
J
V

ー
と
て
、
仏
外
例
に
よ
る
れ
い
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μ名
川
刀
あ
い
り
ん
〆
γ
J
て
、
紛
争
め
ー
を
河
川
T

こ
す
る

V
A
v一
間
ア
涜

そ
っ
一
℃
1
h
a
例
、
：
J
U
、
岸
涜
紛
争
子
初
抗
歌
！
？
な
仰
か
相
起

、
問
」
口
何
ア
ペ
ジ

K
仁
川
に
自
詩
的
な
山

LU？L
及
之
さ
ー
は
い
や
長
足
立

倍
以
で
あ
る
こ
こ
が
批
判
さ
わ
る
も
の
こ
ー
て
指
定
的
に

最
高
款
i
l
ム
ペ

1
／
上
級
審
判
可
呆
登
載

2
」
よ
い
均
L
廃
業
吻
ー
ト
中
／
ク
ル
を
め
ぐ
令
訳
出
同
組
制
m
H伶
仁
亘
川
1
い
い
明
一
半
イ
淀
前
何
時
墳
経
口
山
政
貯
7

軍
じ
f

雪
山
頂

zzt八
九
小
川
崎
市
度
と
1
h
淀
川
口
流
芹
円
、
一
）
ご
二
年
九
良
、
北
村
吾
コ
一
政
諸
政
宗
広
務
P
J
手
法
へ
き
ょ
ト
っ
せ
し
、
九
九
九
位
司
、

七
九
八
ア
一
、

jm山
武
尚
一
者
不
町
内
心
物
ニ
リ
と
一
ハ
ー
へ
の
ふ
什
円
、

h
q
八
年
）
五
ニ
ハ
九
戸
（
な
ず
」
が
い
ケ
げ
り
わ
る
（

A
U
」
本
泡
判
1
夜
間
住
仁
川
一
二
江
主
川
何
十
「
ヨ
バ
J
f
l
ム
ベ

1
／
卜
級
苔
判
例
佐
川
ハ
寺
再
三

「J1J｝幻

v

、
農
地
保
全
条
例
パ
日
現
］
ソ
U
4

守
安
航
＼
具
民
な
ヘ
ボ
什
を
委
任
L
P
一
「
こ
か
九
、
寝
境
保
主
条
例
刀
追
認
叫
が
同
地
わ
れ
、
つ
る
こ
F

に、け

ま
か
認
す
る
へ
こ
れ
戸
円
引
！
人
同
ま
の
な
い
抱
一
以
汁
川
市
訪
の
却
h
M
μ

た
り
が
冶
リ
T
一
ず
れ
た
半
切
L

い
心
た
ず
」
二
一
一
戸
守
口
J
一
い
い

L

t吉
田

τ
（
肘
官
柱
。
佼
山
青
山
t
、
主
要
半
羽
及
び
ふ
品
目
円
的
宇
一
羽
に
誌
吋
立
。
る
と
v
f
れ
る
が
、
主
玄
宇
一
羽
は
桔
一
耐
え
の
権
限
に
制
科
さ
れ
合
べ
き

〆
｝
ト
J
る
卓
長
晶
子
羽
山
口
以
説
に
つ
台
、
副
部
宗
主
一
行
政
刀
法
J
ス
一
T
l
（

k
l
J
一
私
以
t

一
山
会
潟
、
九
九
七
ノ
三
六
ん
了
一
六
九
ハ
民
、

一
議
会
じ
い
ら
が
本
店
的
な
事
…
以
の
3K定
人
少
一
ト
［
、
行
政
二
妥
ね
て
は
な
b
な
L
一
v
f

一一：
ω木戸「
H
M
M

叫
訟
に
う
さ
、
だ
椛
洋
一
現
代
h
は
の

行
為
ぷ
式
刊
1
F
M
丈
堂
、
九

η
一
斗
J

九
二
七
六
ん
Y
L
r
o
r
c
～

（
一
J
｝
広
｛
止
4
ス
此
］
一
持
に
つ
い
r

は
、
わ
ケ
リ
に
よ
る
山
下
万
九
一
川
市
毛
江
の
な
い
時
八
口
で
五
己
批
芯
に
去
何
引
に
が
り
が
J
で
あ
と
一
－
す
る
も
の
〆
；

ν
1

k
u円
筒
守

f

刀
桂
茂
木
〈
？
、
例
一
弘
文
言
、
二
一
、
J

f

L

R

牛
）
九
日
九
／
町
、
大
橋
洋
一
山
ム
む
い
ν
法
へ
し
川
信
也
一
松
戸
i
r
は
h
r
J加

す
忠
男
歪
一
日
出
件
の
叫
E
3
制
↓
止
』
－
出
子
い
波
伊
川
悦
一
ハ
ハ
ノ
二

1
↓
ハ
〉
一
昔
九
、
陀
お
宗
降
日
以
革
法
？
と
白
ム
口
付
条
例
』
へ
む
附
山
川
社
、

九
九
ん
年
）
九
二
ん
二
百
北
川
古
い
官
一
泊
五
万
株
、
石
だ
問
、
上
一
一
円
出
相
対
七
十
l
者
ニ
じ
J
ん
ん
九
L
十
一
ハ
相
川
九
九
－
一
円
乞
参

〆ぷい）F
M
 

f
p
d
O
）
 

代
詩
的
人
ナ
℃
の
／
し
て
、
打
げ
怖
健
定
一
長
例
制
定
権
の
限
界
｜
｜
領
域
先
J
V
引
（
川
一
友
箆
拭
触
論
へ
｜
｜
」
小
早
川
光
郎
、
」
J
質
点
主

イ
政
比
り
発
」
民
と
変
不
L
l
J
品
川
r
人
女
工
牛
口
柿
£
A
J
〕
〕
（
角
川
£
相
、
一
け
一
二
年
J
は
七
七
川
内
ば
い
い
い
？
汗
つ
れ
る
し

円
以
ト
ヘ
判
昭
和

τ
年
九
対
J
日
～
川
英
二
九
を
八
日
百
八
九
円
）

他
民
巾
人
1

山
手
人
条
例
事

ιに
お
い
て
は
直
路
交
通
渋
に
よ
る
加
制
と
品
川
応
可
欠
安
条
例
に
工
る
担
制
ー
で
ど
れ
F
V
L

札

muし
一
二
い
ル
一
の
に
川
河
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重県産庵処坦施ニ：一件l心＂I邑l行：：条何事件

二
日
本
初
い
心
曙
上
－

h〈玄
K
M
川
九
四
条
の
J
A
的
効
肘
い
は
廃
措
法
の
ど
胞
に
古
拡
的
伝
法
的
主
出
「
士
げ
は
ぱ
コ
寸
も
の
で
あ
A
W
守
山
、
こ
心
ょ
う
ぱ
l
A

律
四

h
交
例
を
し
旧
Z

d
公
一
久
条
例
予
件
以
高
恭
判
決
1
J
J
f
dご
も
相
九
十
二
、
い
た
の
円
以
ば
明
つ
1り
で
は
な
い
日
々
と
が
桁
摘
、
：
れ
て

ρ
ミ
｛

ι

付
－
前
括
主
一
パ
J

一
貝
、
に
村
宮
古
一
川
市
山
川
正
他
行
タ
人
例
乙
し
ご
心
事
則
子
枇
奈
何
一

t
一
｜
｜
日
収
見
腎
菜
物
処
M
J
推
4
M
去
何
心
試
み

門
ム
ロ
山
川
什
ん
へ
一
巻
問
サ
亡
↓
一
け
｝
一
、
〉
七
r
十
）
戸
い
ん
k
r
じ
判
明
将
之
一
三

E
す
72
一
凶
文
一
〆
泰
司
て

。
」
括
判
泡
判
寸
l
成
六
住
＝

τ何
？
一
八
円
汗
唱
え
米
間
五
リ
さ
す
六
九
百
に
忙
し
、
（
り
事
件
は
－
骨
折
口
店
日
l
t
成
九
牛
改
A

刊
以
，

E
け
事
件
庁
、
一
め
る

た日円、
p
v

の
判
断
は
、

J

成
九
年
改
止
丸
山
へ
の
ぷ
件
の
お
一
訴
を
検
討
す
る
ア
に
い

E
世
止
に
参
同
1

F

ノ
る
も
刀
て
は
ト
イ
）

へ
刊
｝
久
十
円
J

日
比
一
古
川
判
ド
京
一
一
年
月
一
九
〕
史
生
五
八
持
弘
川
守
六
一
一
L
H
D

同
事
川
ぃ
l

門
口
審
判
以
－
長
判
ド
店
、
午
i
一
月
一
同
平
山

某
江
主
主
中
乙
「
勺
十
川
一
六
男
一
で
足
条
例
。
通
一
八
日
世
に
苧
吋

γ一
日
つ
な
h
J
ι
l
p
、
適
渋
一
一
、
あ
る
こ
L

t
」
出
企
と
ど
ん
も
U
と
制
さ
れ
7
Q
O

一」
FJ
門
に
つ
き
ー
村
田
古
！
十
二
紀
初
長
鳥
川
現
在
紀
北
町
、
水
泊
K
泌
保
理
条
例
半
円
一
岩
山
叫

U
市
ん
い
ニ
ハ
へ
f
d

二
丈
一
八
u
r
司

）

出

、

六
ヘ
πん
規

f
一
ぷ
桜
町
内
詫
条
例
山
一
ー
す
Q
廃
来
初
一
h
M
M
P
一
怖
一
一
試
の
規
制
L

P

ン
コ
リ
ス
h
t

一
九
件
J

～
コ
コ
五
午
、

μ
七戸一一
γ
谷
間

つ
」
仏
陀
句
J

血
判
寸
l
成
阿
佐
凡
打
一
一
一
日
刊
山
一
川
っ
す
六
同
司
J

（
じ
｝
阿
山
内
主
主
水
川
明
保
護
条
例
ア
件
♂
￥
判
決
に
一
二
き
、
こ
の
内
、
空
目
前
す
る
も
の
こ

1
て
、
山
川
諸
弘
一
主
主
水
加
保

A
条
例
市
結

来
物
一
見
極
仏
に
違
反
一
リ
る
〈
き
れ
に
半
作
一
比
村
喜
守
湘
一
川
山
町
判
判
土
日
一
子
一
ー
一
志
J
4
f
h間
仕
、
二
f

＼
古
刊
｝
一
一
一
一
一

R

な
）
「

H
的
」
心
定
時
に
汁
r

Q

一
致

L
～
迎
鮮
が
み
β

つ
れ
な
い
た
め
な
あ
匂
と
J
L
す
よ
J

れ
る
け
へ
そ
れ
は
祉
品
作
が
み
心
小
川
唯
で

は
も
担
当
オ
る
乙
考
え
一
J

れ
広
一
ヘ
川

U
Z
辺
出
自
の
刷
所
釈
の
工
秋
注
か
ら
、
他
山
u
h
川
組
み
三
店
凶
に
お
い
る
不
時
隠
さ
を
析
指
「
る
？
も
の

し
て
、

l

出
即
日
立
刑
法
叫
〈
条
河
一
吋
ン
ェ
ρ
ス
1
り
内
古
川
一
憲
法
の
’

th
（
情
収
〕
～
力

A
K年
）
八
一
十
九
二

）
世
品
枠
組
み
に
お
し
て
は
、
未
例
の
記
号
w
軒
以
次
川
い
て
条
例
制
定
椛
の
乾
山
が
と
ヱ
る
こ

E
L
ぽ
令
一

L
l勝
記
持
正
一
万
）
八
山
口
、

拾
に
任
、
今
一
所
完
氾
川
総
設
立
声
手
続
に
お
け
る
淳
一
律
こ
条
例
市
町
公
共
状
主
研
究
川
均

L

で
｛
ん
九
九
牛
戸
八
一
ー
一

一
日
）
九
百
品
目
公
女
条
例
事
件
批
山
川
政
引
ふ
い
は
、
道
向
山
一
九
人
凶
法
が
営
南
町
岩
じ
円
、
こ
る
ら
一
川
i

則
、
人
象
行
為
を
丹
公
安
立
h
一
人
以
の
裁
量
に
J
J
て
日
～

寸
る
と
こ
ろ
ゆ
た
？
ね
て
い
る
と
ニ
ひ
ら
、
い
リ
い
ぜ
か
こ
れ
を
主
凶
的
に
一
伊
に
｛
止
め
p

匂
↑
ご

r
Bけ
て
い
る
杭
附
L
、
一
条
例
山
ふ
り

｛
ゼ
パ
ぷ
呪
日
川
を
約
三
二
し
ι
以
体
t
f
山
川
行
不
ず
る
山
）
民
口
ま
で
常
レ
ー
も
の
と
民
〆
J

、
穴
、
つ
れ
一
な
い
し
r
J
L
L
J

民
淳
氏
勺
ム
杭
芹
f

条
例
f

制
定
h
p
J
Jゼ

同

一

引

：

：

ぇ

1
一
一
一
一
号
、
九
九
山
r
q
J
m
六

口

阿
部
奈
は
札
一

4
ー
上
出
来
初
M

込
用
法
の
ふ
L

体
的
「
制
」
、
ン
リ
ス
？
一
一
一
一
つ
」
町
、
「

t
L
九
七
年
）
九
一
日
戸
（
）
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（
日
間
｝
信
u
r
h
ど
パ
～
は
な
い
が
市
六
六
卜
の
影
町
科
力
を
布
す
る
乙
さ
れ
る
川
倍
t
ド
｛
了
心
運
河
に
す
ハ
ウ
＼
許
可
主
件
が
Mmた
さ
？
に
yv場
へ
口
は
許
可

古
し
な
げ
れ
ば
去
ら
は
い
に
め
、
一
品
川
ケ
一
与
え
る
か
否
か
に
つ
い
と
の
政
吊
体
は
部
、
足
一
一
県
川
事
z
t
f」
h
J

れ
て
い
J
－
」
山
、
一
れ
る
一
日
ド
ペ
パ

省
ヨ
♂
店
街
パ
1
H一
本
芭
段
良
部
門
川
境
柴
山
附
品
川
サ
ポ
廃
棄
勾
対
策
ヘ
し
長
1

産
主
隠
来
初
，
処
理
毛
足
び
丸
山
ベ
H
型
産
↓
長
雨
来
物
川
川
口
一
川
r末日一

C
に
内
需

芯
女
物
桃
川
生
長
山
一
ず
の
F
T
可
ト
一
む
の
取
ほ
い
に
つ
い
て
一
法
紅
）
一
二
ザ

t
ん
一
月
九

H
街
時
抗
七
九
宍
二
。

一
川
町
）
包
i

一
再
編
後
心
所
管

ιハ
で
f
き
主
主
引
さ
の
L
u
f
H
1
E
P
に
よ
る
？
ヘ
涜
相
法
一
心
柁
川
内
内
で
の
条
例
制
～
の
列
信
州
は
お
的
ら
れ
る
方
ゴ
、

一
け
り
処
一
介
に
お
げ
る
前
道
府
弘
知
事
の

1
附
の
J
Vい
〕
を
も
ハ
て
、
－
一
呆
L
1
1

〕
同
様
の
こ
〆
一
が
法
に
忠
ゴ
く
許
可
γ
十
絞
り
中
E
実
施
さ
れ
う
る

一
脱
皮
宮
「
帯
主
高
禁
物
ι行
政
に
珂
f
A
V怒
談
会
報
白
書
～
二
ハ
一
戸
ノ
よ
一
一
円
一
ニ
勾
己
併
は
、
上
来
凶
荒
伝
子
L

聞
か
っ
認
め
た

も
の
で
あ
一
守
ι
は
併
し
が
一
ー
コ

f

お
）
な
お
、
出
述
の
刷
出
市
木
山
水
源
以
設
去
何
事
体
一
川l
市
山
神
主
伐
に
お
い
て
は
、
町
司
法
は
い
止
ゆ
る
坂
制
限
法
以
J
H
C
士
げ
る
こ
の
判
断

ムi
d
z

仏、与、れた

ヘ一
ι）

h
x
J品
川
公
’
吉
宗
、
何
事
件
以
明
い
判
長
刊
決
は
、
全
例
に
γ

で
り
は
へ
n
p
L
j
v
L
1
加
え
ら
LLdpf
規
制
dm何人口石町内
υ
で
あ
れ
ば
、
与
の
伝
令
は
ち
の
〕
仏

一
つ
な
条
例
に
J

る
反
制
之
百
吋
一
肋
「
る
お
一
己
目
で
為
る
ニ
ず
る
い
h
M方
ヤ
ゼ
ポ

rも
の
て
あ
の
お
ニ
前
さ
れ
く
い
F

勺
一
本
u
h
H
h
κ

一
法
律
こ
条
例
制

定
権
口
組
け
怯
色
リ
ム
川
公
i

ム
条
例
事
件
一
別
冊
ン
J

j
ス
ー
一
比
七
「
ケ
一
二
心
ハ
一
七
斗
｝
四
八
ム
白
川
を
志
川
町
）
C

込
山
）
民
史
物
也
生
υ附
設
設
置
に
け
川

F
る
同
日
住
民
m
V
4
汁
は
利
l
的
f

、
あ
る
｝
乙
も
川
ア
な
く

K
J
、
刊
H
m

い
以
得
は
ず
占
ど
弓
の
品
点
Jだ
け
で
は
川

球
て
忠
る
ん
、
完
走
物
処
八
ん
喝
は
現
実
的
に
ノ
ム
別
で
あ
る
ん
一
民
、
北
区
一
引
川
ニ
ハ
中
川
氏
い
川
忠
士
宮
ず
る
の
は
一
行
き
芭
き
一
で
え
る
ど
可
る

も
の
｝
ノ
一
＼
、
刊
日
川
哲
志
1

子
木
応
棄
物
，
M
W
分
崎
市
E
M
一小山一打
d

事
件
」
判
例
制
右
山
治
八
一
サ
一
九
九
八
〆
士
一
二
宍
J

）

～
片
付
）
瓜
涜
苔
・
刷
掲
引
日
目
只

川
以
｝
江
口
K
h
忠
一
川
口
注
意
、
り
疑
＼
ρ
拾
い
に
う
こ
と
は
、
学
一
プ
に
存
し
て
は
椛

v
L
J見
断
で
れ
る

K
村
守
的
拘
己
一
戸
一
一
民
、
一
戸

部
古
M
H
「2
政
治
事
に
よ
る
生
主
応
棄
物
，
M
W
分
長

η
沖

um山
mHを
め
ぐ
G
囚
ぶ
賠
償
靖
求
事
件

U
J
h
叶
究
八
一
さ
万
一
一
ハ
〉
ひ
じ
と
）

ノ
肖
ぺ
十
、
ほ
9

前
唱
J
L
U
2
一
九
一
＝
計
、
北
川
。
削
指
討
っ
と
一
ヘ
ハ
ミ
刈
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